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お祭りの本番です。午前中、八百津町役場前に
一艘の船の並びで集まった三輌のだんじりが順

に出発し、八百津町本通の辻を商店の軒先すれすれになり
ながら直角に曲がって大

おおぶね

舩神社を目指します。道中に並ぶ
お祭りの露店は一時その庇を上げ、だんじりが通れる道幅を
確保します。

かつて物流の拠点として繁栄し、賑わ
いを見せた木曽川最上流の「黒瀬湊」。
この黒瀬湊のあった辺りで、舟運華や
かな頃の名残とされるお祭りが、夏の夜
にも開かれます。前景に提灯で飾られた
「まきわら舟」が浮かび、川岸の山を背
景にして、花火が上がります。その音は
山に反射して地響きのような厚みで町
に轟きわたります。

だんじりを試曳きする日です。午後にはかつて栄
えた舟運に思いを馳せるように、木曽川にかかる

八百津大橋上にだんじりが集結し一艘の船の姿となります。

試樂

本樂

しがく

ほんがく

蘇水峡川祭り花火大会
木曽川舟運にゆかりのある夏のお祭り

もっとある
八百津の
お祭り

狭い石畳の坂を
駆け上がる

  露店ぎりぎりを
通行してゆく

三輌が集まり順次出発

試樂の日に三輌が
集まり船の形になる

しがく

だんじりが町を練り歩く経路は
年ごとにすこしづつ異なります。

だんじりが
直角に曲がる

だ
ん
じ
り
運
行

み
ど
こ
ろ

大
仙
寺

善
恵
寺

十
六
銀
行

国道
418号

八
百
津
本
通
り

交
番

八百津町役場
八百津大橋

八百津橋 木曽川

阿弥陀坂

大舩神社

川神神社
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三輌が揃い踏み
御神樂奉納

あみださか

おおぶね

80%山のまちを元気にする協議会

https://nohaku802.yaotsu-mall.com


